
報告資料 5 部会会議概要 

第６回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和３年９月 30日（木） 午後３時 30分～午後４時 00分 

会 場 北地区コミュニティセンター 大ホール 

出 席 委 員 
神田（征）委員、五十嵐委員、阿部委員、鶴巻委員、横山委員、中嶋委員 
皆川（英）委員、清水委員、佐久間委員、皆川（靖）委員、本間（藤）委員 

欠 席 委 員  
事 務 局 
関 係 課 

落合建設課長、古寺北出張所長、 

地域総務課（中川補佐、菊地係長、神田副主査） 

会 議 要 旨 

１ 令和４年度自治協議会提案事業について 

 事務局より委員提案の事業案を紹介し、来月の部会までに絞りこんで、意見を

いただきたいと説明をした。 

 

２ 令和３年度自治協議会提案事業「めざせ防災力向上！」について 

 事務局より以下の事項について説明を行った。 

 ・コロナ禍により原則事前申込制とした 

 ・今後、事務局で自由参加の方策を検討していく 

 ・10/3 号区役所便りに告知記事を掲載 

 ・チラシは申込数の推移を見ながら、該当施設に後出しする 

 委員から以下の意見有り。 

 ・LINE、インスタ、Tiktok などの SNS 媒体で告知すべき 

 ・追加の告知は早く実施するべき 

 ・学校メール等も有効活用できるのではないか 

 10/11 研修会の際に追加報告する。 

 

３ 「めざせ防災力向上！」事業の各ブース事前研修のお知らせ 

 当日のスケジュールは後日お知らせ。 

 

 

以上 

 



第７回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和３年 10 月 11 日（月） 午後１時 30分～午後３時 00分 

会 場 豊栄地区公民館 大講堂 

出 席 委 員 
神田（征）委員、五十嵐委員、阿部委員、鶴巻委員、横山委員、中嶋委員 
皆川（英）委員、清水委員、佐久間委員、皆川（靖）委員 

欠 席 委 員 本間（藤）委員 
事 務 局 
関 係 課 

古寺北出張所長、 

地域総務課（菊地係長、神田副主査、伊藤） 

会 議 要 旨 

１ 令和３年度自治協議会提案事業「めざせ防災力向上！」事業の各ブース事前

研修 

  

 各担当に分かれ、ブース運営方法を NPO 法人ふるさと未来創造堂の指導のもと

行った。 

 

・道具の 確認 ・会場 設営 

・説明 する 人・サポート する人 （交代 なら 順番 ）決める 

・予行練習 

 

 各担当ごとに情報を共有し、次回で最終的な確認を行うこととした。 

 

以上 

 



第６回 福祉教育部会 会議概要 
 

日 時 令和 3 年 9 月 30 日（木） 午後 3 時 25 分～4 時 5 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 1 階 講座室 2 

出席委員 
清水(博)委員、有田委員、樺山委員、斉藤委員、藤原委員、本間(啓)委
員、遠藤委員 7 人 

欠席委員 神田(恭)委員、藤沢委員、山田委員、3 人 

事 務 局 
柬理課長(地域総務課)、高山課長（健康福祉課）、寺崎館長（豊栄地区

公民館）、小林教育支援センター長、佐藤・深沢（地域総務課） 

会議要旨 

①令和 4 年度自治協議会提案事業について 

 資料内容を確認し、この事業案で決定した。 

 主な意見等 

 ・北区の出生率はどのようなものか。 

  →具体的な数字は今手元にないので言えないが、全体としては減少

傾向にある。 

北区の特色としては、3 世代同居世帯が他区に比べ比較的多く、

多様な世代の中で子どもが育つ環境があるようだ。 

地域全体で子どもを育てるという観点から、まずは子育てに特

化し、ボランティア活動のひとつとして体験していただくという

事業内容である。 

 ・詳細は今後全員で検討して詰めていくこととし、概ねこの内容でい

いと思う。 

 

②令和 3 年度自治協議会提案事業「あったか言葉っていいね」について 

 事務局から応募状況について説明がありました。 同日現在 171 件 
 

以下の事項について検討した 
・受賞作品数 １２作品 
・賞名 作品を見てから検討する。 
・副賞 しるきーも(1 箱)としるきーもバッグ、その他年齢に合わせて

子どもは図書カード、大人は特産品。 
    参加賞は 7 月で決めたとおりボールペンとする。 
・活用方法 カレンダーは、自然文化部会のフォトコンテストの写真を

使用させてもらい福祉文化部会で作成。 
自然文化とのコラボについてはカレンダーの形態 1 枚もので、言葉と



一緒にすることがそぐわないため。 
区役所の封筒にシールを貼る案について、健康福祉課から、同様のシ

ールを福祉施設の授産品などに貼らせてもらうよう、打診し、区内の作

業所から了承をいただいた旨報告があった。 
 北区男女共同参画地域推進員企画事業と共催事業について、会場に展

示する言葉の表装を、手書きにしたらいいのではとの提案があった。委

員の皆さんで、書を嗜む方がおりましたら後日事務局までお知らせくだ

さい。 
・審査方法 応募が多くあり、審査も大変なため、事務局である程度分

類して、それぞれ何点か選ぶ方法とした。10 月の部会前

に資料を送付するので、選んできてもらうこととした。 
 

 

 



第６回 自然文化部会 会議概要 
 

日時 令和３年９月 30日（木曜） 午後３時 30 分～午後４時 45 分 

会場 北地区コミュニティセンター講座室１ 

出席委員 伊藤部会長、小日向委員、前田委員、山賀委員、 

欠席委員 渡邉副部会長、大島委員、柳委員、本田委員、平松委員 

事務局 

関係課 

区民生活課（高橋課長、長谷川係長）、産業振興課（山際課長、村山係

長）地域総務課（長谷川課長補佐、伊藤副主査） 

会議要旨 

１．フォトコンテストについて 

事務局より、フォトコンテストのチラシ案と今後のスケジュール

について説明を受けた。チラシ案とスケジュールについては案の内

容で進めることとした。審査→年度カレンダー作成。 

 

＜委員からの意見＞ 

・コンテストの応募条件に「撮影場所」の記入があるが、撮影場所

が書かれることでトラブルが誘発されないかが心配。 

→入賞作品等を選定するうえで、北区の写真であるかを判断するた

めにも撮影場所は必須。万が一トラブル等が起きるようであれ

ば、個別に対応していく。 

 

２．令和４年度自治協議会提案事業（自然文化部会）について 

提案番号９，１０のひょうたん池の環境整備は、ハード事業の側

面が強く区づくり予算での実施が難しいほか、国有地・河川区域の

ため許認可の手続きに時間を要することなどから、実現可能性が低

い旨事務局から説明があった。 

提案番号８を軸に内容について話し合い、次の内容で仮決定し

た。この内容について、一度持ち帰り検討して、次回の部会で確定

させることとした。 

 

提案事業名：北区 魅力発信継承事業 

概   要：自然・文化の魅力を発信する人材を今後も継承してい

くための事業を実施する。たとえば、区民向けに北区

の自然・文化を学ぶ講座を実施したり、「地域の歴

史」「昔の生活」「地域の池」など分野ごとのガイド

（人材）一覧を作って配布したりする。 

 

＜委員からの意見＞ 

・自治協委員が講師となって講座を行うのもよいのではないか。 

・すでに頑張っている人を自治協として認定するようなやり方もよ

いのではないか。 

・ひょうたん池の魅力発信につながる講座など、来年度事業提案時

に、アイデアを出し合う。 

 



３．福島潟魅力ＰＲ動画の進捗について 

事務局から次の事項について報告があった。 

・動画は 10 月末を完成目途として進めている。 

・完成次第、YouTube 内の新潟シティチャンネルに掲載するほか、

DVD 化して市内の公共施設等に配布する。 

完成動画は 11 月の本会議でお披露目することとした。 

 

＜委員からの意見＞ 

・ほんぽーと中央図書館にも完成したＤＶＤを一部配布してもらい

たい。 
 


